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第２回予算審査特別委員会会議録 

 

１ 開会日時 令和２年９月23日（水）午前10時０分 

２ 閉会日時 令和２年９月23日（水）午前10時24分 

３ 会議場所 議会協議会室 

４ 出席委員        

       １番 永徳 省二君   ２番 大森 進次君   ３番 佐藤  武君 

       ４番 佐々木雄司君   ５番 光成 良充君   ６番 保田  守君 

       ７番 大口 浩志君   ８番 治徳 義明君   ９番 原田 素代君 

      １０番 行本 恭庸君  １１番 松田  勲君  １２番 北川 勝義君 

      １３番 福木 京子君  １４番 佐藤 武文君  １５番 岡崎 達義君 

      １６番 下山 哲司君  １７番 実盛 祥五君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  前田 正之君 

      副  市  長  川島 明昌君      教  育  長  土井原康文君 

      総合政策部長  安田 良一君      総 務 部 長  塩見  誠君 

      財 務 部 長  藤原 義昭君      市民生活部長  作本 直美君 

      保健福祉部長  入矢五和夫君      産業振興部長  是松  誠君 

      建設事業部長  杉原 洋二君              中山 教浩君 

      教 育 次 長  有馬 唯常君      消  防  長  井元 官史君 

      吉井支所長  遠藤 健一君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  元宗 昭二君      副  参  事  逢坂紀美子君 

８ 審査又は調査事件について 

       １）議第４６号 令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号） 

９ 議事内容 別紙のとおり        

 

 

 

 

 

 

産業振興部政策監 
兼建設事業部政策監 
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              午前10時０分 開会 

○委員長（大森進次君） ただいまから第２回予算審査特別委員会を開催いたします。 

 初めに、友實市長、挨拶をお願いいたします。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さん、おはようございます。 

 本日は大変お忙しい中、第２回の予算審査特別委員会をお開きいただきまして、誠にありが

とうございます。 

 今回の補正予算でございますけども、これは全国共通でございますけども、新型コロナウイ

ルス、この感染拡大を何としても阻止をし、そしてこの赤磐市が平穏に、皆さんが安心して安

全に暮らせるよう、対策を取ろうということから、急遽ではございますけども、年度当初に予

定していない各種の事業、これを展開するための補正予算をお願いするものでございます。何

とぞ、御審査を十分にいただいて、適切なる御決定をいただければと願っております。どうぞ

よろしくお願い申し上げまして、冒頭の挨拶に代えさせてもらいます。ありがとうございま

す。 

○委員長（大森進次君） ありがとうございました。 

 それでは、これから委員会の審査に入ります。 

 当委員会に付託された案件は、議第46号令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）であ

ります。付託案件につきましては、各分科会に分担し、付託事件審査または調査が行われ、各

分科会委員長報告が提出されておりますので、委員長報告を求めます。 

 それでは、議第46号令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）について委員長報告を求

めます。 

 総務文教の委員長報告を行います。 

 正副委員長は移動してください。 

 それでは、委員長報告を求めます。 

○委員（佐藤 武君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐藤委員長。 

○委員（佐藤 武君） それでは、予算審査特別委員会総務文教分科会委員長報告を行いま

す。 

 予算審査特別委員会総務文教分科会に分担されました予算案１件について、９月11日に総務

文教分科会を開催し、慎重に審査いたしました。その経過の主なものについて御報告いたしま

す。 

 議第46号令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）のうち、総務文教常任委員会所管部

分について。 
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 委員より、歳入のふるさと応援寄附金について、増額の理由は何かとの質疑に、執行部は、

インターネット上にふるさと納税のホームページが幾つかあるが、そういったホームページに

新たに登録して間口を広げたことが大きな理由だと分析しているとの答弁。 

 委員より、地方特例交付金821万1,000円及び地方交付税１億1,910万2,000円について、増額

の理由は何かとの質疑に、執行部は、予算編成時には国の次年度の動きを予測して積算を行っ

ている、過大な見積りを行わないようにしているため、結果的に積算よりも交付額が多くなっ

たが、特に大きな理由はないと思っているとの答弁。 

 委員より、歳出の予備費3,000万円について、これから予算執行するということかとの質疑

に、執行部は、既に中学校の空調設備の故障対応や庁舎内の新型コロナウイルス感染症対策で

3,000万円程度使用しているとの答弁。 

 委員より、財産管理費の吉井会館の空調設備整備について、いつ頃完了するのかとの質疑

に、執行部は、早めに工事を発注していきたいとの答弁。 

 委員より、スクールバス運行業務委託料の債務負担行為について、来年度から５年間スクー

ルバス運行業務委託を行うが、５年間で子供の数が大きく変化することもあると思うので、柔

軟な契約をしてほしいがどうかとの質疑に、執行部は、仕様書に盛り込むことを検討していく

との答弁。 

 委員より、消防費のコミュニティ助成事業助成金について、煙体験ハウスを購入するという

ことだが、どういうところで体験ができるのかとの質疑に、執行部は、赤磐市少年女性防火委

員会の事業を中心に、防火講習会、消防署見学等の防火啓発活動に活用するとの答弁。 

 ほかに質疑はなく、審査を終了しました。 

 以上をもちまして予算審査特別委員会総務文教分科会委員長報告を終わります。 

○委員長（大森進次君） 総務文教分科会委員長報告が終わりました。 

 これから総務文教分科会委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木雄司君） 議第46号の補正予算のふるさと納税の部分なんですが、上から２行

目のところにインターネット上にふるさと納税のホームページというふうに書かれてるのは、

これはホームページはポータルサイトっていう理解でいいんですよねということの確認といい

ますか、多分これはポータルサイトっていうことを言いたかったんだろうなというふうに思っ

てるんですけども、それでいいかどうかっていうところの確認をさせてください。 

○委員長（大森進次君） 答弁を求めます。 

○委員（佐藤 武君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐藤委員長。 
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○委員（佐藤 武君） ホームページということですので、ポータルサイト、そのとおりでご

ざいます。 

○委員（佐々木雄司君） 結構です。 

○委員長（大森進次君） ほかに質疑はありませんか。 

○委員（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） スクールバスのことで、業務委託料ですね、５年間で子供の数が大き

く変化するということもあると思うという中で、柔軟な契約をしてほしいという思い、声があ

るんですが、これはどういったことを根拠に大きく変化すると言われてるのかよく分からない

んですけど、その根拠と、スクールバスは基本的に人数よりも路線とかそういったことが関係

してくると思うんですけど、そういった議論があったのかどうか、教えていただきたいんです

が。 

○委員長（大森進次君） 答弁を求めます。 

○委員（佐藤 武君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐藤委員長。 

○委員（佐藤 武君） まず、子どもの人数が大きく変化するということは、質問が出たとい

うことですので、その質問者に対してはどういう趣旨かということまでは説明を求めておりま

せんけれども、昨今の子どもの少子化という部分も含めて、子どもが減るということが予想さ

れるということだろうと認識をしております。 

 それから、路線変更、路線の検討ということだと思いますけれども、これにつきましては先

ほど申しました子供の少子化という部分も含めて、将来検討する必要があればそういう部分も

検討されるんではないかなと思います。具体的に質問もそこまでは出ておりません。 

○委員（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 質問もちょっとよく分からないとこがあるんですけど、スクールバス

の運行費用ですね、そういったものは基準は何で決められとるかというのも議論はあったんで

しょうか。そういう執行部からの回答があるんでしょうか。要は、基本的には路線の数とか距

離だとは思うんですけど、例えば子どもが減ったとしても、その路線がなくなればそれは確か

に減るかも分かりませんけど、そういった話は具体的に出なかったんでしょうか。執行部の回

答が何か仕様書に盛り込むと言われてるんですけど、具体的にどういうふうに盛り込むか、そ

ういった話もされたんでしょうか。 

○委員長（大森進次君） 答弁を求めます。 

○委員（佐藤 武君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐藤委員長。 
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○委員（佐藤 武君） 具体的な質問もありません。ということで、答弁もありません。 

○委員長（大森進次君） よろしいか。 

○委員（松田 勲君） よろしい。 

○委員長（大森進次君） ほかに質疑ありますか。 

○委員（行本恭庸君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 行本委員。 

○委員（行本恭庸君） 消防費のコミュニティ助成補助金についてですが、煙体験ハウスを購

入するということで、どういう内容のもので金額は幾らぐらいするのか、そういう意見はあり

ましたか。 

○委員長（大森進次君） 答弁を求めます。 

○委員（佐藤 武君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐藤委員長。 

○委員（佐藤 武君） 煙体験ハウスということで、具体的にどういうところで体験できるか

ということで、委員長報告にも盛り込んでおります。防火講習会であるとか消防署見学等の防

火活動、防火啓発活動に活用するということでございます。金額的には、60万円となっており

ます。 

○委員（行本恭庸君） 60万円。ありがとう。 

○委員長（大森進次君） ほかに質疑。 

 原田委員。 

○委員（原田素代君） 歳出の予備費の3,000万円が取り上げられておりますが、今回の一般

会計補正予算の中で、総務文教委員会の分担の中にはコロナ対策がこの3,000万円だけだった

んでしょうか。コロナ対策費用はほかにあるのかないのか、教えてください。 

○委員長（大森進次君） 答弁を求めます。 

○委員（佐藤 武君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐藤委員長。 

○委員（佐藤 武君） あくまで予備費でございますので、予備費の3,000万円ということ

で、これから予算執行するというお尋ねですけれども、これについては既に3,000万円程度を

使用しているということでございますので、感染対策ということから含めますと、全てがこれ

には含まれてないというふうに理解しております。 

○委員長（大森進次君） 原田委員。 

○委員（原田素代君） お尋ねしたいのは、このたびの補正の中で、総務の分担のエリアでコ

ロナ対策は幾らぐらい予算として上げられているのかという総括的な金額をお尋ねしたいんで

す。 

○委員長（大森進次君） 答弁を求めます。 
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○委員（佐藤 武君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐藤委員長。 

○委員（佐藤 武君） 総括的な予算についての説明もございません。質問もありません。 

○委員長（大森進次君） よろしいか。 

 ほかに質疑はございませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（大森進次君） なければ、総務文教分科会委員長報告に対する質疑を終わります。 

 正副委員長は自席にお戻りください。 

 続きまして、厚生分科会の委員長報告を行います。 

 正副委員長は移動してください。 

 それでは、委員長報告を求めます。 

○委員（光成良充君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 光成委員長。 

○委員（光成良充君） 予算審査特別委員会厚生分科会委員長報告を行います。 

 予算審査特別委員会厚生分科会に分担されました予算案１件について、９月14日に厚生分科

会を開催し、慎重に審査いたしました。その経過の主なものについて御報告いたします。 

 議第46号令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）のうち、厚生常任委員会所管部分に

ついて。 

 委員より、新生児子育て応援特別定額給付金の対象者について説明をとの質疑に、執行部

は、令和２年４月28日から令和３年４月１日までに生まれた子供が対象であるとの答弁。 

 委員より、周知方法について説明をとの質疑に、執行部は、出産後、子ども医療の手続に来

た際に説明をする、また既に出産している人には個別に案内をするとの答弁。 

 委員より、申請期間について説明をとの質疑に、執行部は、令和２年10月１日から令和３年

６月30日までであるとの答弁。 

 委員より、対象者は何人を予定しているのかとの質疑に、執行部は、300人を見込んでいる

との答弁。 

 委員より、医療機関事業継続支援金の周知方法について説明をとの質疑に、執行部は、対象

の医療機関に案内をする予定であるとの答弁。 

 委員より、対象の医療機関数はとの質疑に、執行部は、病院が１施設、診療所が27施設、歯

科診療所が25施設であるとの答弁。 

 他に質疑はなく、審査を終了しました。 

 以上をもちまして予算審査特別委員会厚生分科会委員長報告を終わります。 

○委員長（大森進次君） 厚生分科会委員長報告が終わりました。 

 これから厚生分科会委員長報告に対する質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（大森進次君） なければ、厚生分科会委員長報告に対する質疑を終わります。 

 正副委員長は自席にお戻りください。 

 続きまして、産業建設分科会委員長報告を行います。 

 正副委員長は移動してください。 

 それでは、委員長報告を求めます。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐々木委員長。 

○委員（佐々木雄司君） それでは、予算審査特別委員会産業建設分科会委員長報告を行いた

いと思います。 

 予算審査特別委員会産業建設分科会に分担されました予算案１件について、９月17日に産業

建設分科会を開催し、慎重に審査いたしました。その経過の主なものについて御報告させてい

ただきます。 

 議第46号令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）のうち、産業建設常任委員会所管部

分について。 

 委員より、がんばろう赤磐コロナ対策農林業者支援金について説明をとの質疑に、執行部

は、農林業者は850人で、全収入の半分以上が農林業収入である人が半数と考えて、425人掛け

る20万円で8,500万円を計上しているとの答弁。 

 委員より、道路維持費の工事請負費500万円について、避難所の交通安全施設整備とのこと

だが、詳細説明をとの質疑に、執行部は、避難所になっている小中学校、公民館周辺の交通安

全整備であり、山陽地区では高陽中学校、高月公民館、西山公民館、山陽西小学校、赤坂地域

では軽部小学校、笹岡小学校、笹岡公民館、熊山地域では磐梨中学校、磐梨小学校、桜が丘小

学校、吉井地域では吉井中学校、城南小学校、仁美小学校、吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターであると

の答弁。 

 委員より、どのような整備をするのかとの質疑に、執行部は、外側線4,000メートル、防護

柵80メートルを想定しているとの答弁。 

 委員より、交通安全施設等との関わりについて、ダブらないように予算計上しているのかと

の質疑に、執行部は、通常の交通安全対策で実施している事業の枠外でコロナ対策として避難

所への整備をすることによって、より一層安全施設を一連で整備するものであるとの答弁。 

 委員より、河川総務費の備品購入費198万円について、対象地区の説明をとの質疑に、執行

部は、熊山地区の千躰地区を想定しているが、可搬式なので状況に応じて使用することができ

るとの答弁。 

 ほかに質疑はなく、審査を終了しました。 
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 以上をもちまして予算審査特別委員会産業建設分科会委員長報告を終わります。 

○委員長（大森進次君） 産業建設分科会委員長報告が終わりました。 

 これから産業建設分科会委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

○委員（佐藤 武君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐藤委員。 

○委員（佐藤 武君） 道路維持費の工事請負費500万円についてですけれども、整備箇所が

ざっとこの委員長報告の中には14か所上げられております。14か所を均等に整備するとして

も、１か所50万円ですか、50万円に行かないという状況の中で、果たして十分な整備ができる

のかどうか、そういう議論はなかったのか、お尋ねします。 

○委員長（大森進次君） 答弁を求めます。 

○委員（佐々木雄司君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 佐々木委員長。 

○委員（佐々木雄司君） これが最良なのかどうなのかというところについての質疑というの

は、あったように記憶しております。その中で、執行部のほうからは、避難所の整備なので通

常の交通安全施設整備に合わせてこれを行っていくものですからという御説明があったように

記憶しております。 

 以上です。 

○委員長（大森進次君） ほかに質疑はありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（大森進次君） なければ、産業建設分科会委員長報告に対する質疑を終わります。 

 正副委員長は自席にお戻りください。 

 これで議第46号令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）の質疑を終了いたします。 

 それでは、ただいまから本委員会に付託されました議第46号令和２年度赤磐市一般会計補正

予算（第５号）についての採決をしたいと思います。 

 議第46号令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）について、これを原案のとおり決定

することに賛成の方は御起立を願います。 

              〔賛成者起立〕 

○委員長（大森進次君） 全員起立です。したがいまして、議第46号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 以上で当委員会に付託された案件の審査はこれで全て終了いたしました。 

 なお、委員長報告につきましては委員長に一任していただきたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（大森進次君） それでは、そのようにさせていただきます。 

 以上をもちまして予算審査特別委員会を閉会いたします。 

 閉会に当たりまして、前田副市長より挨拶をお願いいたします。 

○副市長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（大森進次君） 前田副市長。 

○副市長（前田正之君） 本日は、第２回の予算審査特別委員会、大変お忙しい中、先ほど議

第46号令和２年度赤磐市一般会計補正予算（第５号）の御審査をいただき、可決いただきまし

た。大変ありがとうございました。 

 気候のほうは、少し秋めいてまいりました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症問

題、これにつきましては予断が許せない状況であります。また、台風のシーズンもやってきて

おります。しっかりと緊張感を持って業務のほうを推進していきたいというふうに思っており

ます。本日は誠にありがとうございました。 

○委員長（大森進次君） ありがとうございました。 

 これで予算審査特別委員会を閉会いたします。 

 皆さん、大変お疲れさまでした。 

              午前10時24分 閉会 

 

 


